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出演者 特集2 診療放射線技師100人カイギ
新世代がみせる未来の可能性 ～未知なる輪がなすコミュニティの最前線～
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100人カイギでの登壇内容の要約

　100人カイギでは、私が診療放射線技師を目指す理由と100
人カイギに参加する理由をお話ししました。検査を受ける患者
様にとって、原因が分からないということはとても不安なこと
だと思います。将来、病院で働く診療放射線技師や医療機器メ
ーカーなど、どのような立場であっても患者様の不安な気持ち
に寄り添える診療放射線技師になりたいと考えています。私の
登壇時はコロナ禍で、学生にとって大学生活を思うように送れ
ない状況でした。私をはじめ、将来について不安を抱える学生
も多かったと思います。そのような状況の中でも、大学以外の
場面で診療放射線技師について知ることで自分の将来を明確に
想像でき、さらにはそれがモチベーションにも繋がるとお話し
しました。

100人カイギのオファーを受けた理由

　はじめは知識も経験も全くない私が伝えられることがあるの
かという不安な気持ちがありました。しかし、コロナ禍で臨床

現場との距離が生じる一方で診療放射線技師の方のお話が聴け
る、同じ目標を持つ学生と意識を高めあえる場所を用意してく
れる方々がいることを多くの学生に知ってもらいたいと思い登
壇を決めました。

100人カイギに登壇or参加した感想、
およびそれがきっかけで変わった事

　

　100人カイギに登壇するための資料を作成することは、自分
の考えをまとめるきっかけにもなりました。自分が診療放射線
技師を目指している理由を再確認することで、勉強や実習に対
するモチベーションがかなり上がったと感じました。登壇後、
たくさんの方から温かい激励のお言葉をいただき、何事も失敗
を恐れずまずは挑戦してみるということが大切だと思うことが
できました。また、これまで何度も100人カイギに参加してい
ますが、毎回登壇者の方の向上心や探求心に溢れるお話からエ
ネルギーをたくさんいただき、前向きな気持ちになることがで
きました。

・藤田医科大学卒
・藤田医科大学大学院 保健学研究科 医用放射線科学領域 在学中
・DeepLearningを用いた循環器疾患の診断・治療支援について研究

藤田医科大学 医療科学部 放射線学科を卒業後、現在は大学院へ進学し循環器疾患の診断・治療支援
を中心にDeep Learningに関する研究を行っています。また、今年度の4月から診療放射線技師として
病院で働いています。勉強の毎日ですが、ずっと夢だった診療放射線技師になることができた喜びを
日々感じています。

趣味
　散歩が好きで、日常的にリフレッシュしたい気分のときには散歩へ行くことが多いです。自然豊かな町
に住んでいるため、悩み事も忘れてリフレッシュすることができます。また、最近はおいしいコーヒーを
淹れるために日々特訓中です。挽きたての豆をセットし、お湯を注いだ時にはいい香りがしてとても良い
気分になります。さらに、自分で入れたコーヒーがこれまでで一番美味しかった時には、さらに幸せな気
分になります。美味しいコーヒーが淹れられるようになったら、次はラテアートにも挑戦してみたいです。

古谷陽菜
（こたに ひな)

私が100人カイギに参加する理由と
学生として伝えたい思い


